
　
１
９
４
１
年
７
月

日
、
「
海
の
記
念
日
」
が
制
定
さ
れ
た
。
１
８
７
６
年
、

明
治
天
皇
が
東
北
巡
幸
か
ら
船
で
横
浜
に
安
着
し
た
日
に
由
来
す
る
。
海
の
記
念

日
に
は
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
国
民
の
祝
日
「
海
の

日
」
を
設
け
よ
う
と
、
国
民
運
動
が
行
わ
れ
、
１
９
９
６
年
か
ら
７
月

日
が
海

の
日
と
な
り
、
２
０
０
３
年
に
は
７
月
の
第
三
月
曜
日
に
改
め
ら
れ
た
。
「
海
の

恩
恵
に
感
謝
し
、
海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
」
で
あ
る
海
の
日
に
向
け
て
、

日
本
を
取
り
巻
く
造
船
業
界
を
取
り
上
げ
る
。

エ
コ
シ
ッ
プ
に
力
環
境
規
制
年
々
厳
し
く

付
加
価
値
で
差
を
設
計
や
設
置
機
器
改
良

７月日は海の日

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ７月１３日 金曜日 　　

　
昨
年

月
、
経
済
協
力
開

発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

は
低

環
境
負
荷
船
の
普
及
促
進
の

た
め
、
燃
費
に
優
れ
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
小
さ
い
船
舶
を

対
象
に
、
国
際
的
に
定
め
ら

れ
た
船
舶
の
公
的
輸
出
金
融

の
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

　
今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
会

合
で
は
対
象
と
な
る
船
舶
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ

た
。
日
本
が
強
調
す
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出
指
標

エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
設
計
指
標

Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ

と
、
欧
州
連
合

Ｅ

Ｕ

が
強
調
す
る
窒
素
酸
化

物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

と
硫
黄
酸
化

物

Ｓ
Ｏ
Ｘ

の
排
出
量
を

条
件
に
反
映
す
る
こ
と
で
議

論
は
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
書
面
上
で
内
容
を
詰

め
、
遅
く
と
も

月
の
会
合

で
対
象
範
囲
の
正
式
な
決
定

を
目
指
す
。

　
ま
た
、
優
遇
条
件
に
つ
い

て
は
日
本
は
最
長
償
還
期
間

を

年
か
ら

年
に
長
期
化

し
、
最
低
頭
金
を

％
か
ら

％
に
減
額
す
る
こ
と
を
意

見
し
て
い
る
。
償
還
期
間
の

延
長
は
こ
れ
ま
で
に
事
例
が

あ
り
実
現
性
は
高
い
が
、
頭

金
の
減
額
は
前
例
が
な
い
た

め
合
意
に
つ
い
て
は
不
透
明

な
状
況
だ
。

　
今
後
、
海
上
で
活
躍
す
る

エ
コ
シ
ッ
プ
は
空
気
抵
抗
を

減
ら
す
デ
ザ
イ
ン
や
燃
費
の

高
い
エ
ン
ジ
ン
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
に
よ
る
摩
耗
抵
抗
の

低
減
な
ど
、
効
率
的
な
運
航

の
実
現
に
向
け
た
研
究
を
進

め
る
。
そ
う
し
た
船
舶
の
設

計
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
な

船
舶
に
大
量
に
設
置
さ
れ
た

照
明
な
ど
の
機
器
を
省
エ
ネ

製
品
に
代
替
す
れ
ば
、
大
き

な
省
エ
ネ
効
果
が
あ
る
。
ま

た
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
搭

載
し
、
船
内
で
発
電
し
た
電

気
を
蓄
電
し
停
泊
中
に
使
用

す
る
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
も
進
ん
で
い

る
。

　
エ
コ
シ
ッ
プ
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
新
た
な
規
制

が
施
行
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ

を
契
機
と
捉
え
、
船
価
を
下

げ
ず
に
付
加
価
値
を
加
え
、

性
能
の
差
を
出
す
。

　
一
方
、
船
舶
が
活
躍
す
る

海
洋
新
産
業
の
創
世
に
も
期

待
が
高
ま
る
。
政
府
が
策
定

を
進
め
る
次
期
海
洋
基
本
計

画
で
、
洋
上
風
力
発
電
や
潮

流
発
電
、
波
力
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

十
分
な
予
算
措
置
の
実
現
が

決
ま
れ
ば
、
船
舶
の
活
躍
の

場
は
広
が
り
、
造
船
企
業
は

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
支
援
で

き
る
。

　
船
舶
需
要
が
増
え
る
環
境

を
自
ら
つ
く
る
。
日
本
の
造

船
企
業
は
生
き
残
り
を
か

け
、
政
府
と
連
携
し
て
積
極

的
に
市
場
開
拓
を
進
め
る
。

　
１
９
９
０
年
代
、
世
界
経

済
の
多
極
化
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ

ン
ド
、
中
国

か
ら
資
源
輸

出
の
増
加
な
ど
、
世
界
で
は

荷
動
き
が
活
発
化
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、

年
か
ら
世
界

中
で
新
造
船
の
受
注
が
急
激

に
増
加
し
、

年
の
受
注
量

は
１
億
６
９
６
０
万
総

と

記
録
的
な
数
字
に
な
っ
た
。

造
船
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
、
中

国
、
韓
国
で
は
造
船
所
や
新

規
参
入
企
業
が
急
増
し
、
両

国
の
受
注
量
は
造
船
大
国
日

本
を
上
回
る
結
果
に
な
っ

た
。
日
本
は
急
増
す
る
需
要

に
対
し
、
需
要
が
減
少
す
る

際
に
も
大
き
な
影
響
が
な
い

よ
う
慎
重
な
対
応
を
と
っ

た
。

　

年
の
世
界
の
新
造
船

竣
工
量
は
過
去
最
大
の
１

こ
う

し
ゅ
ん

億
１
５
０
万
総

。
そ
の
結

果
、現
在
、船
舶
の
供
給
過
多

で
新
造
船
の
需
要
が
減
り
、

造
船
業
界
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
懸
念
し
て
い

た
状
況
に
陥
り
、
各
国
の
造

船
企
業
は
こ
れ
か
ら
の
動
き

を
注
視
し
、
独
自
の
強
み
で

乗
り
越
え
る
方
法
を
探
す
。

　
韓
国
は
造
船
業
か
ら
海
洋

掘
削
装
置

リ
グ

へ
シ
フ

ト
し
海
洋
分
野
へ
進
出
を
図

り
、
日
本
と
中
国
は
こ
れ
ま

で
の
照
準
と
同
じ
タ
ン
カ

ー
、
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
で
の

需
要
獲
得
を
狙
う
と
業
界
関

係
者
は
い
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
も
の
を
提
供
し
て
い
る
だ

け
で
は
受
注
の
獲
得
は
困
難

だ
。
そ
こ
で
、
日
本
は
得
意

と
す
る
環
境
技
術
を
結
集
さ

せ
た
エ
コ
シ
ッ
プ
に
力
を
注

ぐ
。

　
船
舶
に
対
す
る
環
境
規
制

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。

年
７
月
に
は
国
際
海

事
機
関

Ｉ
Ｍ
Ｏ

が
国
際

海
運
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
規
制
を
初

め
て
導
入
す
る
た
め
、
海
洋

汚
染
防
止

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ

Ｌ

条
約
の
一
部
改
正
が
採

択
さ
れ
た
。

　

年
以
降
に
建
造
契
約
が

結
ば
れ
る
４
０
０
総

以
上

の
国
際
航
海
を
行
う
船
舶
に

対
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
性
能
の

計
算
が
義
務
付
け
ら
れ
、
建

造
契
約
年
に
応
じ
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
基
準
の
達
成
が
要
求
さ

れ
る
。

　
建
造
契
約
年
が

、

年

の
場
合
は
平
均
Ｃ
Ｏ
２
排
出

以
上
、

―

年
は
平
均
Ｃ

Ｏ
２
排
出
よ
り

％
以
上
、

―

年
は
同

％
以
上
、

年
以
降
は
同

％
以
上
の

効
率
改
善
が
要
求
さ
れ
る
。

基
準
値
を
達
成
し
な
い
船
舶

は
海
運
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
投
入

が
不
可
能
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
対
策
の
審
議
を
主

導
し
、
今
回
の
改
正
案
も
日

本
の
提
案
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
規
制
を
ク
リ
ア
す

る
船
舶
が
必
要
不
可
欠
に
な

れ
ば
需
要
が
拡
大
し
、
日
本

企
業
に
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ

る
。


